
21 

４ 施策の具体的な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○施策の目的 

子どもの育ちと子育てを、行政や地域社会を始め社会全体で支援していくための地域づくりを推進す

る。 

 

○現状と課題 

〇核家族化の進展や地域のつながりの希薄化により、祖父母や近隣の住民等から、日々の子育てに対

する助言、支援や協力を得ることが困難な状況になる等、子育てをめぐる地域や家庭の状況が変化

してきています。 

○平成２５年度に実施した島根県少子化に関する意識調査から、「子育てに負担や不安を非常に強く

感じる・どちらかといえば感じる」と回答した割合が、前回調査（H20 年度実施）と比べ５．１ポ

イント増加しており（７０．１％→７５．２％）、子育てに対する負担感や不安感は増大していま

す。 

○保護者は、周囲の様々な支援を受けながら、実際に子育てを経験することを通じて、親として成長

していくものであり、全ての子育て家庭を対象に、こうしたいわゆる「親育ち」の過程を地域全体

で支援していく必要があります。 

〇子育ては保護者が第一義的責任を持つものですが、次代を担う子どもは、社会の希望であり、未来

をつくる存在であることから、学校、地域、企業、行政その他の社会のあらゆる分野の全ての構成

員が、子ども・子育ての支援の重要性に対する関心や理解を深め、各々が協働し、それぞれの役割

を果たしていく必要があります。 

 

○施策の方向性 

○子どもの育ちと子育てを地域、企業、行政など社会全体で応援する「地域みんなで子育て支援」の

推進に向け、広報、啓発活動や、企業、民間団体等地域における自主的取り組みの全県展開を図り

ます。 

 
 
 
 

基本理念Ⅰ  子育て・子どもの育ちをみんなで支える地域づくり 

施 策 ①  県民気運の醸成 

基本施策１  県民運動の醸成と地域における子育て支援の輪の拡大 
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○目的を達成するための主な事業 

事業名：全県的広報・啓発の充実 

担 当 課 青少年家庭課 

概 要（○：主な事業） 

県内の全ての市町村との共同事業として子育て家庭に交付されるしま

ね子育て応援パスポート Coccolo（こっころ）を象徴事業として、子育

てを社会全体で温かく応援する気運の醸成や地域づくりの推進を図り

ます。 

 

 〇しまね子育て応援パスポート事業（こっころ事業） 

実施主体 県・市町村・民間 

事業期間 平成 27～31 年度 
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○施策の目的 

地域や社会が子育て・子どもの育ちへの支援に参画し保護者に寄り添うことで、子育てに対する負担

感や不安感を和らげ、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、子育てや子

どもの成長に喜びや生きがいを感じることができる社会の構築を図る。 

 

○現状と課題 

〇多様な公共サービスの担い手としてのＮＰＯ法人・ボランティア団体等の活動は、県民が生き生き

と心豊かに暮らすことのできる地域社会の実現に大きな役割を果たすものと期待されています。地

域の課題解決に自主的・自発的に取り組む団体の活動がより活発化し、より良い地域づくりが進め

られるよう、活動団体の人材育成やＮＰＯ相互のネットワークづくり、社会貢献活動に参加したい

と考える県民に向けた情報提供等の取り組みを進める必要があります。 

〇多様な子育てニーズに応える制度を拡充する一方、地域の実情に応じたよりきめ細やかな子育て・

子どもの育ちへの支援を実践するためには、行政の子育て支援の取り組みにおいても住民、ＮＰＯ

等の民間団体など多様な主体が参画する民間活動と十分連携を図りながら進める必要があります。 

〇核家族化の進展や地域のつながりの希薄化により、祖父母や近隣の住民等から、日々の子育てに対

する助言、支援や協力を得ることが困難な状況になっていることから、地域ぐるみで子育て・子ど

もの育ちを支える機能を充実・強化する必要があります。 

〇高齢者グループや老人クラブ等も、スポーツや遊び、体験活動を通じた子どもの交流や安全・見守

り活動、子育てサポート活動など、高齢者の立場で次世代育成支援の取り組みを進めています。豊

かな経験と知識を持つ高齢者は子育て支援にとって重要な存在であり、今後もこうした地域の人的

資源を積極的に活かす取り組みを進める必要があります。 

 

○施策の方向性 

〇青少年から高齢者まで社会の全ての構成員が、子どもの育ちや子育て支援の重要性に対する関心と

理解を深め、各々の役割を果たしていく社会の実現に向けて、ＮＰＯやボランティアの組織を支え、

活動が継続的、円滑に実施できるよう、組織・人材育成支援を行うとともに、ＮＰＯ相互の連携・

ネットワークづくりなど活動基盤の強化に向けた支援を行います。 

〇地域住民による子育て・子どもの育ちへの支援活動の重点的推進を通して、地域の子育て支援機能

の充実・強化を図ります。 

〇ＮＰＯ等の民間団体、グループなどへの助成やこれら団体等の連携促進、高齢者の子育て支援への

参画を進めることにより、地域の子育て支援活動の促進を図ります。 

○高齢者と若い世代の交流の機会を確保し、ボランティア活動を始めとする高齢者の自主的な社会参

加活動を支援します。また、高齢者が子育て支援などの社会活動に参加できるよう、広報・啓発等、

情報提供を行います。 

 

 

施 策 ②  地域における子育て・子どもの育ちの支援の輪の拡大 
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○目的を達成するための主な事業 

事業名：地域の創意工夫による子育て支援の充実 

担 当 課 青少年家庭課 

概 要（○：主な事業） 

地域の特性、子育て中の家庭の多様なニーズに対応し、地域住民や民間

団体、企業など様々な主体が参画した創意工夫による子育て支援を市町

村と連携して提供することで、子育て家庭の不安感や負担感、孤立感の

解消を図るとともに、子どもの健やかな成長を支援します。 

  

〇しまねすくすく子育て支援事業 

 〇みんなで子育て応援地域モデル事業 

実施主体 県・市町村・民間 

事業期間 平成 27～31 年度 

 

 

事業名：地域社会で子どもが心安らぐ放課後や休日の環境づくり 

担 当 課 
青少年家庭課 

社会教育課 

概 要（○：主な事業） 

放課後子ども教室推進事業や放課後児童健全育成事業の推進、放課後・

休日に子どもが体験活動、異世代交流ができる環境づくりを支援しま

す。 

 

 〇放課後子ども教室推進事業 

 〇放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

 〇しまねすくすく子育て支援事業 

実施主体 県・市町村・民間 

事業期間 平成 27～31 年度 

 

 

事業名：地域社会で子どもが健やかに育つ環境づくり 

担 当 課 

青少年家庭課 

教育指導課 

少年女性対策課 

概 要（○：主な事業） 

子どもやその保護者が抱える様々な困難や問題を相談員や地域のボラ

ンティアの協力を得て解決する子ども支援センター事業を推進しま

す。 

 

 〇子ども支援センター事業 

実施主体 県 

事業期間 平成 27～31 年度 
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事業名：民間の子育て支援活動の促進 

担 当 課 青少年家庭課 

概 要（○：主な事業） 

少子化対策に資する様々な民間団体等の取り組みの推進を図るととも

に、団体間の交流を促進するほか情報発信を市町村とも連携して支援

します。 

 

 〇しまねすくすく子育て支援事業 

〇みんなで子育て応援助成事業 

〇みんなで子育て応援隊育成事業（みんなで子育て応援講師登録・み

んなで子育て応援地域モデル事業、みんなで子育て応援スタッフパ

ワーアップ事業）   

実施主体 県 

事業期間 平成 27～31 年度 

 
 

事業名：ＮＰＯ・ボランティア活動の促進 

担 当 課 環境生活総務課 

概 要 

子どもの健全育成等に取り組むＮＰＯ・ボランティア活動を促進し、

地域における自主的・主体的な子育て支援活動の活性化を図ります。 

実施主体 県 

事業期間 平成 27～31 年度 

 
 

事業名：世代間交流の促進 

担 当 課 
高齢者福祉課 

青少年家庭課 

概 要（○：主な事業） 

保育所入所児童等と高齢者の世代間交流事業や高齢者グループがスポ

ーツや遊びを通じて子どもと交流する活動を促進します。 

 

 〇市町村老人クラブ連合会助成事業 

 〇しまねすくすく子育て支援事業 

実施主体 市町村・民間 

事業期間 平成 27～31 年度 

 


